
第40期 報告書
平成21年4月1日から平成22年3月31日まで
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　株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこと
とお喜び申し上げます。

　お陰様で弊社は、創立40周年を迎えることができま
した。弊社がこれまで歩んでこられたのも、ひとえに永
きにわたる皆様方のご支援ご指導によるものと深く感謝
しております。

　当連結会計年度におけるわが国経済は、景気の悪化に
底打ち感はあるものの、雇用情勢の厳しさや、個人消費
を中心とした需要の低迷により、デフレ傾向が進行して
おり、その回復には依然として先行きの不透明感は払拭
できない状況で推移いたしました。

　当フィットネス業界におきましても、個人所得の落ち
込み等による既存店会員の減少など、引き続き厳しい状
況は続いておりますが、社会の高齢化に伴う健康志向の
高まりや、疾病、介護予防ニーズは高いものがあり、年
明け以降穏やかな回復の兆しが見え始めました。

　この様な環境下、当社グループは、『０歳から一生涯
の健康づくりに貢献する』という経営理念のもと、「安心・
安全・信頼」のクラブ運営に努めてまいりました。

　また店舗の効率運営を目指し、当期は、直営２店舗（我
孫子店・尼崎店）を新規にオープンするとともに、直営
２店舗（旭川店・横浜北店）の運営を終了させました。
　この結果、当期末の店舗数は、直営111店舗、業務受
託43店舗の合計154店舗となりました。

　会員動向につきましては、フィットネス会員の入会は
前年を下回る実績となりましたが、スクール会員の入会
は引き続き堅調に推移し、前年を上回る状況となってお
ります。

　店舗運営につきましては、多様化する会員の様々な
ニーズにお応えし、かつ会員の方々の年齢構成にもマッ
チした各種レッスンプログラム（ランナーズハイ、ステッ

０歳から一生涯の
健康づくりに貢献する

当社グループは、スポーツ健康産業のパイオニアとして、
40年にわたり、

「０歳から一生涯の健康づくりに貢献する」を
経営理念として、

乳幼児から高齢者の方たちも含めた
すべてのお客様にご満足いただける

質の高いサービスの提供に努めております。

経営理念

To Our ShareholdersOur Vision

株主の皆様へ
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プゼロ、ラダーウォーキング等）の開発、充実に注力し、
その満足度向上に努めております。

　以上の結果、当連結会計年度の売上高は46,608百万円
（前期比1.2％減）、経常利益1,372百万円（前期比56.1％
増）、当期純利益につきましては632百万円（前期比
185.7％増）となりました。

　今後、当社グループは、歩んできた40年の歴史を財
産にし、常に新しいものをお客様に提供できるよう挑戦
し続けたいと思っております。
そしてより一層、人生を豊かにする『健康』というもの
を当社が提供できるよう努めてまいります。

　またスタッフ一同、お客様との更なる一体感を築き、
お客様満足の向上に努めるとともにスタッフ一人一人が
ひとつにまとまり、大きな存在感となるよう『一致団結』
をして業績の向上に努力する所存でございます。

　今後とも株主の皆様のご支援ご協力を賜りますよう、
何卒よろしくお願い申し上げます。

代表取締役社長

後藤　忠治

Financial Highlight

第37期 第38期 第39期 第40期

（単位：百万円）売上高

44,470 45,758
47,186 46,608

第37期 第38期 第39期 第40期

（単位：百万円）経常利益

2,827

1,152
879

1,372

第37期 第38期 第39期 第40期

（単位：百万円）当期純利益

1,302

435

221

632

第37期 第38期 第39期 第40期

（単位：円）1株当たり当期純利益

115.81

38.46

19.36

55.13

第37期 第38期 第39期 第40期

（単位：百万円）総資産

37,210
40,540 42,323

43,141

第37期 第38期 第39期 第40期

（単位：百万円）純資産

12,727 12,816 12,655 13,165

連結財務ハイライト
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Topics

　1970年、東京オリンピック出場選手たちにより健康産業のパイオニアとしてスタートしたセント
ラルスポーツは、今年、おかげさまで創立40周年を迎えました。これまでに、金メダリストの鈴木
大地氏、冨田洋之氏、鹿島丈博氏をはじめ、延べ21名のオリンピック選手を輩出してきました。「0
歳から一生涯の健康づくりに貢献する」を経営理念に、その確かな指導ノウハウをもって、全国
154ヶ所でスポーツクラブを運営。これからもあらゆる世代の健康ニーズにお応えしていきます。

セントラルスポーツは、おかげさまで創立40周年を
迎えました。

　セントラルスポーツの創業者は、1964年開催の東
京オリンピックに水泳（自由形）の選手として出場。
その後1970年5月、同じく大会出場選手であった小
野喬氏、小野清子氏、遠藤幸雄氏などとともに、水泳
と体操選手の育成を目的とし、セントラルスポーツを
設立しました。以来40年、『世界に通用する選手を育
てる！』という理念を追い求めて、これまでに延べ21
名の選手たちをオリンピックの大舞台へ羽ばたかせて
きました。

　幼少から始められる環境と、世界を経験してきた一
流のコーチ陣による指導、長年の研究に裏付けされた
科学的トレーニングが実を結び、1988年のソウルオ
リンピックで鈴木大地選手が見事金メダルを獲得しま
した。また、2004年のアテネ大会、2008年の北京
大会ではセントラルスポーツの選手が大活躍。体操で
は冨田洋之・鹿島丈博選手、水泳では森田智己・稲田
法子・伊藤華英・物延靖記選手が出場。アテネでは体
操種目で団体『金』、平行棒『銀』、あん馬『銅』、水泳
種目では競泳100m背泳ぎ『銅』、400mメドレーリ
レー『銅』と多くのメダルを獲得、北京でも体操で『銀』
メダルを獲得することができました。

●セントラルスポーツは、東京オリンピックから
始まりました。

●ソウルオリンピックで鈴木大地選手が金メダル
獲得！アテネや北京でも選手が大活躍。

東京オリンピック出場の創業者たち

代表取締役社長
後藤　忠治 遠藤　幸雄 小野　清子 小野　喬

セントラルスポーツの主なオリンピック出場選手

鈴木　大地 鹿島　丈博 冨田　洋之 森田　智己
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セントラルウェルネスクラブ ココエあまがさき
2009年10月オープン

新規出店情報！

茨　城

【関東地区】

1
栃　木 5
群　馬 2
埼　玉 10
千　葉 23
東　京 38
神奈川 21

京　都
【関西地区】

1
大　阪 10
兵　庫 4福　岡 1

【九州地区】

沖　縄 1

【沖縄地区】

都道府県別店舗数

北海道

【北海道地区】

6

青　森

【東北地区】

2
岩　手 1
宮　城 6
秋　田 3
山　形 1
福　島 2

新　潟

【中部地区】

1
長　野 1
石　川 2

岐　阜 1
静　岡 1

愛　知 7
三　重 1
【中国地区】

広　島 2

6

15

10014

15
21

1

CENTRAL SPORTS Network
（2010年3月31日現在）

　｢ラダーウォーキング｣ は、音楽に合わせて、みんなで
楽しく歩くプログラムです。踏んでも安全なはしご状につ
なげられるラダー（＝はしご）の枠組みを足踏みの目標と
して使います。簡単な動きで構成されているので、高齢の
方、難しい運動や激しい運動が苦手という方も無理なく楽
しめるプログラムです。
　また転倒予防や神経を活性化する頭の体操も組み入れら
れているので、老化防止、ロコモティブシンドロームの予
防にも役立ちます。

ロコモ※予防に最適！「ラダーウォーキング」New Program

※ロコモティブシンドローム（運動機能低下症候群）の略：筋肉や骨格、神
経系など、運動器の障害のために“要介護”状態になる危険性を指摘する新し
い概念です。

　尼崎駅北側に当クラブを含めた4つの大型テナント
と専門店137店により構成された複合商業施設
『COCOE（ココエ）』内にオープンいたしました。ファ
ミリー層を中心とした初心者の方でも楽しんでいただ
けるプログラム『ZEROシリーズ』のほかにも、エア
ロビクスやヨガなど人気のプログラムを提供する3つ
のスタジオ、最新マシンをラインアップしたマシンジ
ム、8コースの広々とし
たスイミングプールに加
え、充実のスパエリアを
備え、皆様のココロとカ
ラダの健康づくりに貢献
します。
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連結財務諸表

●連結貸借対照表（要旨） ●連結損益計算書（要旨）

●連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

科　　　　目 当　　期
（平成22年3月31日現在）

前　　期
（平成21年3月31日現在）

資産の部

流動資産 7,737,663 6,456,153

固定資産 35,403,424 35,866,876

有形固定資産 21,604,803 21,896,744

無形固定資産 325,003 350,762

投資その他の資産 13,473,617 13,619,369

資産合計 43,141,088 42,323,030

負債の部

流動負債 14,275,652 13,334,506

固定負債 15,700,343 16,332,849

負債合計 29,975,995 29,667,356

純資産の部

株主資本 13,265,005 12,776,135

資本金 2,261,170 2,261,170

資本剰余金 2,273,042 2,273,042

利益剰余金 8,731,042 8,242,155

自己株式 △250 △ 232

評価・換算差額等 △108,456 △ 128,783

その他有価証券評価差額金 12,675 5,788

為替換算調整勘定 △121,132 △ 134,571

少数株主持分 8,544 8,320

純資産合計 13,165,093 12,655,673

負債純資産合計 43,141,088 42,323,030

科　　　　目
当　　期

自  平成21年4月 1 日（ 至  平成22年3月31日 ）
前　　期

自  平成20年4月 1 日（ 至  平成21年3月31日 ）
売上高 46,608,157 47,186,073

　売上原価 41,613,112 43,037,285

売上総利益 4,995,044 4,148,787

　販売費及び一般管理費 3,050,805 2,971,749

営業利益 1,944,239 1,177,037

　営業外収益 171,331 293,962

　営業外費用 742,871 591,575

経常利益 1,372,699 879,425

　特別利益 4,167 121,681

　特別損失 315,680 465,694

税金等調整前当期純利益 1,061,186 535,412

法人税等 428,748 313,507

少数株主利益 223 629

当期純利益 632,213 221,275

科　　　　目
当　　期

自  平成21年4月 1 日（ 至  平成22年3月31日 ）
前　　期

自  平成20年4月 1 日（ 至  平成21年3月31日 ）
営業活動によるキャッシュ・フロー 3,614,975 3,067,843

投資活動によるキャッシュ・フロー △924,175 △1,852,281

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,659,130 △1,258,103

現金及び現金同等物に係る換算差額 946 △10,338

現金及び現金同等物の増減額（減少：△） 1,032,616 △52,879

現金及び現金同等物の期首残高 3,685,705 3,738,585

現金及び現金同等物の期末残高 4,718,321 3,685,705
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■発行可能株式総数 42,164,000株
■発行済株式の総数 11,466,300株
■株　主　数  13,987名（前期末比2,027名増）

■商　　　　号

■設　　　　立
■資　 本 　金
■従  業  員  数
■主な事業内容

セントラルスポーツ株式会社
（CENTRAL SPORTS CO., LTD.）
昭和45年5月13日
2,261,170,100円
1,058名
１． 会員制スポーツクラブ経営事業
２． 物販事業
３．その他事業
　　（スポーツクラブ事業に付帯
　　または関連する事業全般）

・セントラルトラスト株式会社
・ケージーセントラルスポーツ株式会社
・パレスセントラルスポーツ株式会社
・Central Sports U.S.A., Inc.
・Meridian Central, Inc.
・Wellbridge Central, Inc.

■主な関係会社

会社概要・株式の状況（平成22年3月31日現在）

代表取締役社長
取 締 役 副 社 長
取 締 役 副 社 長
取 締 役 副 社 長
専 務 取 締 役
専 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員

後 藤 忠 治
村 井 良 孝
後 藤 守 機
中 澤 眞 逸
後 藤 聖 治
山 崎 幸 雄
鈴 木 陽 二
林　　 順 一
市 原 隆 久
矢 田 恭 一
刀 禰 精 之
井 本 　  隆
濱 田 　  浩
川 村 延 彦
渡 邊 邦 雄
佐々木　時  輝
相 川 正 男
川 尻 智 洋
木 本 　  匡
河 本 　  勝
岡 村 　  浩
坂 上 直 樹
鶴 田 一 彦

※
※
※

■役員・執行役員（平成22年6月25日現在）

（注）※は会社法第2条第16号に定める社外監査役であります。

ホームページのご案内

　当社のホームページでは、株主・投資家の皆様に対
して、企業情報や財務情報について、積極的に情報開
示を行っております。当社をよりご理解いただくため
にも、ぜひアクセスしてください。

アクセスはこちら＞＞＞

http://www.central.co.jp/



ホームページアドレス　http://www.central .co. jp
証券コード　4801

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日
定時株主総会
期 末 配 当 金
中 間 配 当 金
株主名簿管理人

同事務取扱場所

郵便物送付先（お 問 合 せ 先）
公 告 方 法

単 元 株 式 数
上場証券取引所

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月

毎年3月31日
毎年3月31日
毎年9月30日
東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社
東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社　本店
〒137-8650
東京都江東区塩浜二丁目8番18号
日本証券代行株式会社　代理人部
電話　0120-707-843（フリーダイヤル）
電子公告（当社ホームページに掲載）
ホームページアドレス
http://www.central.co.jp
※事故その他やむを得ない事由が生じた場合は、
日本経済新聞に掲載して行います。
100株
東京証券取引所　市場第一部

◆各種手続のお申出先
　・ 未払配当金のお支払い
　　　株主名簿管理人である日本証券代行株式会社へお申出ください。
　・住所変更、配当金受取方法の指定、単元未満株式の買取等
　　　証券会社をご利用の株主様は、お取引の証券会社へお申出ください。
　　　証券会社をご利用でない株主様は、特別口座の口座管理機関である日
　　　本証券代行株式会社へお申出ください。

表紙写真
セントラルスポーツ×ホリプロ

第１回フィットネスタレントオーディション
〈グランプリ〉

檜 木　萌 ホリプロ所属

株主メモ

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、アンケートを
実施いたします。お手数ではございますが、アンケートへのご協力
をお願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

Yahoo!、MSN、exciteのサイト
内にある検索窓に、い い か ぶ と
4文字入れて検索してください。

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」

TEL： 03-5777-3900（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

http://ｗｗｗ.e-kabunushi.com
アクセスコード　4801

※本アンケートは、株式会社エーツーメディアの提供する「e-株主リサーチ」
サービスにより実施いたします。（株式会社エーツーメディアについての詳細　
http://www.a2media.co.jp）※ご回答内容は統計資料としてのみ使用さ
せていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。


